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YOKOHAMA ARCHIVES OF HISTORY

N E W S
横浜開港資料館館報

初
期
～
後
期　

Ⅱ
期
：
幕
末
期
）
に
わ
け

て
紹
介
し
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
開
港
期
以
降
の
歴
史
を
メ

イ
ン
に
扱
う
当
館
で
す
が
、
所
蔵
資
料
の

な
か
に
は
開
港
以
前
の
、
い
わ
ゆ
る
「
鎖

国
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
時
代
の
対
外
関
係

資
料
も
相
当
数
含
ま
れ
て
お
り
、
質
量
と

も
に
充
実
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ⅰ
期
の「「
鎖
国
」下
の
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
」

で
は
、
こ
れ
ま
で
紹
介
す
る
機
会
が
さ
ほ

ど
多
く
な
か
っ
た
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
、

日
英
関
係
の
あ
ゆ
み
と
そ
の
背
景
を
た
ど

れ
る
も
の
を
選
び
抜
き
、
そ
の
歴
史
的
展

開
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

　

か
つ
て
、「
鎖
国
」
を
し
て
い
た
江
戸

時
代
の
日
本
は
外
国
か
ら
閉
鎖
し
た
社
会

で
あ
っ
た
、
と
い
う
見
方
が
あ
り
ま
し
た

（
あ
る
い
は
現
在
で
も
こ
の
見
方
は
根
強

く
残
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
）。
こ

の
よ
う
な
見
解
は
近
年
の
研
究
で
は
否
定

さ
れ
て
お
り
、
む
し
ろ
関
係
し
て
い
た

国
々
や
民
族
と
の
あ
い
だ
に
生
じ
た
豊
か

な
交
流
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
横
浜
開
港
に
先

立
つ
こ
の
時
代
の
外
国
と
の
関
わ
り
の
実

態
を
知
る
こ
と
は
、
開
港
の
意
味
と
現
在

の
日
本
の
国
際
的
位
置
を
確
認
す
る
た
め

に
も
重
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ⅰ
期
で
は
、
い
く
つ
も
の
大
洋
を
越
え
て

む
す
ば
れ
た
こ
の
ふ
た
つ
の
国
の
つ
な
が

り
の
果
実
を
、
一
七
世
紀
は
じ
め
か
ら
紹

介
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�

（
吉
㟢
雅
規
）

　

日
本
、
そ
し
て
横
浜
の
近
代
史
の
な
か

で
大
き
な
存
在
で
あ
り
続
け
た
イ
ギ
リ

ス
。
近
年
、
両
国
は
政
治
・
経
済
・
安
全

保
障
と
い
っ
た
幅
広
い
分
野
で
ふ
た
た
び

緊
密
さ
を
増
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
九
八
一
年
、
旧
英
国
総
領
事
館
の
敷

地
に
開
館
し
た
当
館
は
、
日
英
の
つ
な
が

り
を
示
す
歴
史
資
料
を
積
極
的
に
収
集

し
、
ま
た
調
査
研
究
を
積
み
重
ね
て
き
ま

し
た
。
開
館
四
〇
周
年
を
記
念
し
て
開
催

す
る
「
七
つ
の
海
を
越
え
て
」
展
で
は
、

日
英
関
係
の
黎
明
期
と
も
言
う
べ
き
江
戸

時
代
（
一
六
〇
〇
～
一
八
六
八
年
）
に
目

を
向
け
、
イ
ギ
リ
ス
人
が
見
た
日
本
の
様

相
と
日
本
人
の
観
察
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス

（
人
）
の
姿
を
二
期
（
Ⅰ
期
：
江
戸
時
代
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企 画
展

セ
ー
リ
ス
の
来
航
と
謁
見

　

慶
長
一
八
年
（
一
六
一
三
）
五
月
五

日
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
第
八
航

海
と
し
て
、
ジ
ョ
ン
・
セ
ー
リ
ス
（John 

Saris

）
を
指
揮
官
と
す
る
ク
ロ
ー
ブ
号

が
平
戸
に
到
着
し
た
。
セ
ー
リ
ス
は
日
本

と
貿
易
を
開
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
国

王
ジ
ェ
ー
ム
ズ
一
世
の
国
書
を
携
え
て
き

た
の
で
あ
る
。
旅
の
経
過
に
つ
い
て
は
、

セ
ー
リ
ス
が
記
し
た
日
記
が
伝
存
し
、
そ

れ
を
後
年
（
一
九
〇
〇
年
）、『
ジ
ョ
ン
・

セ
ー
リ
ス
の
日
本
へ
の
航
海
、
一
六
一
三

年
』（“T

he voyage of Captain John 
Saris to Japan, 1613”

）
と
の
タ
イ
ト

ル
で
出
版
し
た
の
が
、
こ
の
年
ま
で
駐
日

イ
ギ
リ
ス
公
使
を
つ
と
め
た
ア
ー
ネ
ス

ト
・
サ
ト
ウ
で
あ
る
。
セ
ー
リ
ス
一
行
は

七
月
二
日
に
平
戸
を
出
発
。
八
月
四
日
、

駿
府
で
徳
川
家
康
と
謁
見
し
、
国
書
を
奉

呈
す
る
。
続
い
て
一
三
日
に
は
江
戸
で
二

代
将
軍
徳
川
秀
忠
に
拝
謁
し
た
。
家
康
は

セ
ー
リ
ス
に
朱
印
状
を
あ
た
え
イ
ギ
リ
ス

と
の
交
易
を
許
可
す
る
。
す
で
に
イ
ギ
リ

ス
人
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ス
（
三
浦

按
針
）
が
家
康
の
外
交
顧
問
と
し
て
活
躍

し
て
い
た
が
、
日
英
の
公
式
な
貿
易
関
係

は
こ
の
と
き
に
初
め
て
は
じ
ま
っ
た
の
で

あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
セ
ー
リ
ス
が
徳
川
家
康
と

秀
忠
と
謁
見
し
た
事
実
は
、
約
二
五
〇
年

後
の
幕
末
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
く
る

こ
と
に
な
る
。
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）、

幕
府
は
ア
メ
リ
カ
使
節
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ド
・

ハ
リ
ス
を
江
戸
に
迎
え
入
れ
る
か
ど
う
か

で
紛
糾
し
て
い
た
。「
鎖
国
」
下
の
江
戸

に
欧
米
の
外
交
使
節
が
入
っ
た
事
例
は
な

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長

は
商
人
と
い
う
扱
い
）。
し
か
し
、
幕
府

は
「
寛
永
以
前
に
イ
ギ
リ
ス
人
等
に
た
び

た
び
お
目
見
え
を
仰
せ
つ
け
た
「
御
先せ
ん

蹤し
ょ
う（
先
例
）」
が
あ
る
」
こ
と
を
理
由
と

し
て
、
ハ
リ
ス
の
江
戸
入
り
を
許
し
た
の

で
あ
る
（
吉
㟢
雅
規
『
幕
末
江
戸
と
外
国

人
』）。

　

イ
ギ
リ
ス
は
元
和
九
年
（
一
六
二
三
）

に
対
日
貿
易
か
ら
撤
退
し
て
お
り
、
そ
の

最
初
期
の
関
係
は
わ
ず
か
一
〇
年
で
幕
を

閉
じ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
日
英
の
つ

な
が
り
は
、
幕
末
に
外
国
人
を
江
戸
に
再

び
迎
え
入
れ
る
と
き
の
助
け
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

一
七
世
紀
後
半
の
日
本
と
イ
ギ
リ
ス

　

寛
永
一
六
年
（
一
六
三
九
）、
幕
府
は

ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
来
航
を
禁
じ
た
。
ま

た
、
オ
ラ
ン
ダ
・
イ
ギ
リ
ス
人
と
日
本
人

と
の
あ
い
だ
に
生
ま
れ
た
子
を
ジ
ャ
カ
ル

タ
に
追
放
す
る
。
寛
永
一
八
年
に
は
平
戸

の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
を
長
崎
出
島
に
移
転
さ

せ
、
オ
ラ
ン
ダ
・
中
国
船
の
来
航
は
長
崎

に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
つ
な
が
り
や
情
報
が

完
全
に
断
た
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　

オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
毛
織
物
、
油
絵
、
時
計
、
眼

鏡
な
ど
を
も
た
ら
し
た
。
そ
れ
ら
の
な
か

に
は
数
量
は
多
く
な
い
も
の
の
イ
ギ
リ
ス

製
の
毛
織
物
が
含
ま
れ
て
い
た
。
た
と
え

ば
、
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
の
輸
入
品

目
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
緞ど
ん

子す

（Engelze 
dm
asten

）
九
五
反
が
含
ま
れ
て
い
る

（
石
田
千
尋
『
日
蘭
貿
易
の
史
的
研
究
』）。

ま
た
、
幕
府
は
寛
永
一
八
年
以
降
、
オ
ラ

ン
ダ
商
館
長
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
含
む
世
界

情
勢
の
報
告
を
義
務
づ
け
る
が
、
そ
の
な

か
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
情
報
も
見
ら
れ
た
。

た
と
え
ば
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
の
風

説
書
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
清
教
徒
革
命
に

つ
い
て
、「
宗
教
に
反
対
し
て
起
つ
た
流

血
の
内
乱
に
由
来
す
る
も
の
で
、（
中

略
）
国
王
並
に
議
会
は
、
今
に
至
る
ま
で

既
に
九
ヶ
年
に
亙
つ
て
戦
つ
て
ゐ
る
」
と

そ
の
原
因
と
経
過
に
つ
い
て
述
べ
、「
我

等
の
宗
教
〔
新
教
〕
で
あ
る
議
会
は
国
王

に
反
抗
し
て
起
ち
、
遂
に
戦
争
中
に
国
王

を
捕
へ
て
断
頭
台
上
に
送
つ
た
」
と
国
王

チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世
の
処
刑
（
一
六
四
九

年
）
を
報
知
し
て
い
る
（『
和
蘭
風
説
書

集
成
』）。
幕
府
は
寛
永
期
以
降
も
イ
ギ
リ

ス
に
無
関
心
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
イ

ギ
リ
ス
を
含
む
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
勢
力

の
動
静
に
目
配
り
を
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
、
イ
ギ
リ
ス

船
が
久
し
ぶ
り
に
日
本
に
姿
を
あ

ら
わ
す
。
延
宝
元
年
（
一
六
七

三
）
五
月
二
五
日
、
イ
ギ
リ
ス
東

イ
ン
ド
会
社
が
派
遣
し
た
リ
タ
ー

ン
号
が
、
長
崎
湾
に
入
り
錨
を
お

ろ
し
た
。
船
長
は
サ
イ
モ
ン
・
デ

ル
ボ
ー
（Sim

on D
elboe

）
で
、

イ
ギ
リ
ス
国
王
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世

の
親
書
を
携
え
て
い
た
。
デ
ル

ボ
ー
は
通
商
再
開
の
希
望
を
長
崎

奉
行
岡
野
貞
明
に
伝
え
、
岡
野
は

江
戸
の
幕
閣
に
指
示
を
あ
お
い

だ
。
実
の
と
こ
ろ
、
岡
野
は
通
商

の
許
可
は
お
り
る
だ
ろ
う
と
み
て
お
り
、

そ
の
観
測
を
イ
ギ
リ
ス
側
に
も
伝
え
て
い

た
。
幕
府
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
ス
ペ
イ
ン
船

の
来
航
は
禁
じ
て
い
た
が
、
そ
れ
以
外
の

国
籍
の
船
に
つ
い
て
は
方
針
を
示
し
て
い

な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
松
尾
晋
一
『
江
戸

幕
府
と
国
防
』）。
結
果
と
し
て
イ
ギ
リ
ス

の
希
望
は
拒
絶
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
そ
の

通
商
要
求
は
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
長
崎

奉
行
が
考
え
て
い
た
こ
と
は
重
要
で
あ

る
。
リ
タ
ー
ン
号
来
航
前
の
日
本
で
は
、

イ
ギ
リ
ス
を
受
け
入
れ
る
可
能
性
が
な
い

わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
へ
の
ま
な
ざ
し

　

こ
の
こ
ろ
の
日
本
人
は
イ
ギ
リ
ス
を
ど

の
よ
う
に
視
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
江
戸

時
代
の
前
期
・
中
期
に
刊
行
さ
れ
た
図
や

本
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス（
人
）に
つ
い
て
書
き

七 つ の 海 を 越 え て
17～18世紀の日英関係

図２　「万国総界図」　石川流宣図　宝永５年（1708）　当館蔵
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あ
ら
わ
し
た
も
の
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。

　

江
戸
時
代
前
期
、
正
保
年
間
（
一
六
四

四
～
四
八
）
に
長
崎
で
刊
行
さ
れ
た
と
み

ら
れ
る
「
万
国
人
物
図
」（
作
者
不
詳
）

に
は
、
世
界
各
国
の
人
物
の
容
貌
・
服
装

が
男
女
一
組
ず
つ
描
か
れ
る
が
、
こ
の
な

か
に
「
い
ん
け
れ
す
」
と
記
さ
れ
る
イ
ギ

リ
ス
人
の
姿
も
あ
る
（
１
頁
図
１
）。
ま

た
石
川
流
宣
の
作
図
し
た
「
万
国
総
界

図
」（
図
２
）
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
あ
ら

わ
さ
れ
る
が
、
そ
の
な
か
に
イ
ギ
リ
ス
も

示
さ
れ
て
い
る
。「
紅
毛
」
と
太
く
表
示

さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
ほ
ど
の
存
在
感
は
な
い

が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
に
ほ
ど
近
い
島
国

で
あ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
。

　

海
外
情
報
が
多
く
流
れ
込
ん
だ
長
崎
に

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
知

識
を
持
つ
も
の
も
あ
ら
わ
れ
た
。
町
人
学

者
・
西
川
如
見
も
そ
の
ひ
と
り
で
、
宝
永

五
年
（
一
七
〇
八
）
に
著
し
た
世
界
地
理

書
『
増
補
華
夷
通
商
考
』
の
な
か
に

「
ヱ
ゲ
レ
ス
」
の
項
目
を
立
て
て
い

る
。
西
川
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
が
「
人

物
ヲ
ラ
ン
ダ
ニ
似
タ
ル
由
」
と
オ
ラ

ン
ダ
人
に
容
貌
が
似
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
、「
昔
ハ
平
戸
ヘ
年
々
入
津

セ
シ
カ
ト
モ
商
売
利
無
キ
由
ニ
テ
手

前
ヨ
リ
退
テ
不
来
」
と
、
平
戸
か
ら

貿
易
の
利
潤
が
な
い
た
め
に
撤
退
し

た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
如
見
の
意
を
受
け
て
息
子

の
西
川
正ま

さ

休よ
し

が
執
筆
し
た
『
長な
が

崎さ
き

夜や

話わ

草ぐ
さ

』（
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
））

で
は
、「
諳あ
ん

厄げ

利り

亜あ

国
は
紅
毛
国
に

近
き
島
国
に
て
豊ほ

う

饒じ
ょ
うの
水
土
お
よ
そ

日
本
程
の
国
な
る
よ
し
」
と
日
本
と

土
地
柄
が
似
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
、「
此
国
の
人
は
紅
毛
よ
り
は
義

強
く
心
猛
き
風
俗
に
て
、
貪
る
こ
ゝ

ろ
（
心
）
す
く
な
き
に
や
。
お
の
れ
よ
り

ね
が
ひ
て
渡
海
を
止
め
し
も
世
の
い
き
ほ

ひ
を
能
見
知
た
る
ゆ
へ
に
や
と
覚
ゆ
」

と
、
オ
ラ
ン
ダ
人
よ
り
も
「
義
」
が
強
く

貪
欲
で
は
な
い
こ
と
、
世
界
情
勢
を
見
極

め
る
力
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
そ
の
性
向
を

高
く
評
価
し
て
い
る
。

毛
皮
と
イ
ギ
リ
ス
船
の
来
航

　

一
八
世
紀
後
半
、
ア
メ
リ
カ
北
太
平
洋

岸
に
棲
息
す
る
ラ
ッ
コ
や
ビ
ー
バ
ー
の
毛

皮
を
め
ぐ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
商
人
は
、
ロ

シ
ア
・
ア
メ
リ
カ
・
ス
ペ
イ
ン
と
い
っ
た

欧
米
の
商
人
と
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
た
。

ビ
ー
バ
ー
の
毛
皮
（
内
毛
）
を
素
材
と
し

た
フ
ェ
ル
ト
帽
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
人
気
を

博
す
一
方
、
ラ
ッ
コ
の
毛
皮
は
中
国
人
に

強
い
需
要
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
七
八

〇
年
代
以
降
、
イ
ギ
リ
ス
商
人
た
ち
は
北

米
で
入
手
し
た
毛
皮
を
貿
易
品
と
し
て
中

国
に
持
ち
込
む
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
近

年
、
こ
の
太
平
洋
両
岸
を
つ
な
ぐ
壮
大
な

毛
皮
交
易
と
日
本
の
か
か
わ
り
が
研
究
者

か
ら
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
七
月
一
三

日
、
イ
ギ
リ
ス
人
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
コ
ル

ネ
ッ
ト
（Jam

es Colnett

）
が
指
揮
す

る
ア
ル
ゴ
ノ
ー
ト
号
が
、
北
米
産
の
毛
皮

を
積
み
博
多
湾
に
入
っ
た
。
毛
皮
貿
易
の

拡
大
に
あ
た
り
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た

貿
易
商
人
ジ
ョ
ン
・
ミ
ア
ズ
（John 

M
eares

）
が
、
コ
ル
ネ
ッ
ト
に
朝
鮮
・

日
本
で
毛
皮
の
販
路
を
ひ
ら
く
よ
う
命
じ

た
の
で
あ
る
。
リ
タ
ー
ン
号
以
来
の
イ
ギ

リ
ス
船
の
来
日
で
あ
っ
た
。
コ
ル
ネ
ッ
ト

の
要
望
は
日
本
側
の
拒
絶
に
あ
っ
て
果
た

せ
な
か
っ
た
が
、
ミ
ア
ズ
は
一
七
九
〇
年

に
ロ
ン
ド
ン
で
、
北
太
平
洋
の
航
海
記
を

出
版
す
る
（“V

oyages m
ade in the 

years 1788 and 1789, from
 C
hina 

to  the  N
orth  W

est  C
oast  of 

A
m
erica”

）。
そ
の
な
か
で
、
ミ
ア
ズ
は

毛
皮
貿
易
の
販
路
を
中
国
の
ほ
か
、
日

本
・
朝
鮮
に
も
拡
大
で
き
る
可
能
性
を
述

べ
た
（
横
山
伊
徳
『
開
国
前
夜
の
世
界
』）。

毛
皮
と
い
う
「
世
界
商
品
」
の
発
見
と
そ

れ
に
と
も
な
う
北
太
平
洋
海
域
の
活
況

は
、
イ
ギ
リ
ス
人
が
ふ
た
た
び
日
本
に
あ

ら
わ
れ
る
背
景
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

展
示
（
Ⅰ
期
）
で
は
、「
七
つ
の
海
」

に
へ
だ
て
ら
れ
た
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
が
、

世
界
情
勢
の
波
を
受
け
な
が
ら
離
れ
、
ま

た
近
づ
く
過
程
を
、
当
館
所
蔵
資
料
を
中

心
に
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

�

（
吉
㟢
雅
規
）

《
参
考
文
献
》

吉
㟢
雅
規
『
幕
末
江
戸
と
外
国
人
』
同
成

社
、
二
〇
二
〇
年
／
石
田
千
尋
『
日
蘭
貿

易
の
史
的
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇

四
年
／
日
蘭
学
会
・
法
政
蘭
学
研
究
会
編

『
和
蘭
風
説
書
集
成
』
上
巻
、
吉
川
弘
文

館
、
一
九
七
六
年
／
松
尾
晋
一
『
江
戸
幕

府
と
国
防
』
講
談
社
、
二
〇
一
三
年
／
木

村
和
男
『
毛
皮
交
易
が
創
る
世
界
』
岩
波

書
店
、
二
〇
〇
四
年
／
横
山
伊
徳
『
開
国

前
夜
の
世
界
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三

年

図３　ミアズ『中国からアメリカ北西岸への旅』
1792年（仏語版）　当館蔵

図４　毛皮を着たアラスカの人々
F. Beechey “Narrative of a voyage to the Pacific and Beering’s Strait” 
1831年　当館蔵



4

展 示
余 話

　

今
日
の
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
の
技
術

に
は
及
ば
な
い
ま

で
も
、
ガ
ラ
ス
乾

板
に
残
さ
れ
た
高

精
細
な
画
像
情
報

は
被
災
地
の
状
況

を
詳
細
か
つ
鮮
明

に
現
在
に
伝
え
て

い
る
。
企
画
展
示

「
レ
ン
ズ
越
し
の

被
災
地
、
横
浜
―

写
真
師
た
ち
の
関

東
大
震
災
―
」
で

は
、
西
野
写
真
館

旧
蔵
関
東
大
震
災

ガ
ラ
ス
乾
板
写
真

（
以
下
、「
西
野
写

真
」）
の
特
性
を

最
大
限
に
活
か

し
、
写
真
を
大
き

く
引
き
伸
ば
し
て

展
示
し
た
ほ
か
、

一
部
の
写
真
に
関
し
て
は
部
分
拡
大
を
行

い
、
被
災
地
の
状
況
を
提
示
し
た
。

　

さ
て
、
関
東
大
震
災
に
関
す
る
写
真

は
、
プ
リ
ン
ト
や
絵
葉
書
、
写
真
集
、
災

害
誌
な
ど
様
々
な
形
で
現
在
に
残
っ
て
い

る
が
、
①
い
つ
、
②
ど
こ
で
、
③
誰
が
、

④
何
の
た
め
に
撮
影
し
た
の
か
、
こ
れ
ら

が
判
然
と
す
る
写
真
は
極
め
て
少
な
い
。

前
号
で
も
述
べ
た
通
り
、
西
野
写
真
で

は
、
①
九
月
中
旬
に
、
②
横
浜
市
街
中
心

部
を
③
西
野
芳
之
助
が
撮
影
し
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
④
に
つ

い
て
も
被
災
地
の
記
録
と
と
も
に
、
解
説

文
の
存
在
か
ら
国
内
外
に
発
信
し
て
い
く

こ
と
を
考
え
て
い
た
と
推
察
で
き
る
。

　

た
だ
し
、
瓦
礫
が
多
く
、
目
標
物
の
少

な
い
山
下
町
に
関
し
て
は
、
詳
細
な
撮
影

場
所
を
特
定
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。

だ
が
、
ガ
ラ
ス
乾
板
に
残
る
被
災
地
の
情

報
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
撮
影
場
所
の
特

定
が
可
能
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
今
回
は
、

山
下
町
九
〇
番
地
、
現
在
の
横
浜
中
華
街

付
近
を
撮
影
し
た
「
横
浜
市
惨
害
、
居
留

地
」（
図
Ⅰ
）
を
例
に
、
関
東
大
震
災
写

真
の
分
析
方
法
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

山
下
町
九
〇
番
地

　

現
在
、
山
下
町
九
〇
番
地
付

近
に
は
、
小
型
食
品
ス
ー
パ
ー

が
あ
る
ほ
か
、
大
型
の
宴
会
場

が
所
在
す
る
。
ま
た
、
道
路
の

先
に
は
横
浜
中
華
街
が
あ
り
、

人
び
と
で
賑
わ
っ
て
い
る
。
図

Ⅱ
は
図
Ⅰ
の
現
状
を
撮
影
し
た

も
の
で
あ
る
。
二
つ
を
比
較
す

る
と
、
道
路
に
変
化
が
な
い
点

が
わ
か
る
。

　

こ
の
写
真
が
山
手
町
九
〇
番

地
付
近
だ
と
わ
か
っ
た
根
拠

は
、
図
Ⅰ
の
左
側
奥
、
石
造
の

洋
館
に
あ
る
。
同
時
期
の
住
所

録
を
確
認
す
る
と
、
山
下
町
九

〇
番
地
に
は
ス
イ
ス
系
商
社
の

シ
ー
ベ
ル
・
ヘ
グ
ナ
ー
社
が

あ
っ
た
。
入
口
付
近
を
拡
大
し

関東大震災写真の分析方法
―ガラス乾板に残る被災地情報―

図Ⅰ　横浜市惨害、居留地　1923（大正12）年９月　当館蔵

図Ⅱ　山下町90番地付近の現状　2021（令和３）年２月撮影

図Ⅲ　山下町90番地の印図Ⅳ　瓦礫の山
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た
図
Ⅲ
の
よ
う
に
、
建
物
の
印
か
ら
所
在

地
の
地
番
が
九
〇
番
と
わ
か
る
。
図
Ⅱ
と

比
較
す
る
と
、
こ
こ
に
現
在
は
大
型
の
宴

会
場
が
建
っ
て
い
る
。

　

崩
れ
た
建
物
の
前
に
は
、
瓦
礫
の
山
が

確
認
で
き
、
数
台
の
自
動
車
を
押
し
潰
し

て
い
る
（
図
Ⅳ
）。
瓦
礫
に
埋
れ
た
ハ
ン

ド
ル
部
分
が
わ
か
る
。
ま
た
、
建
物
の
装

飾
部
分
も
確
認
で
き
る
ほ
か
、
石
や
煉
瓦

な
ど
、
洋
館
を
構
成
す
る
材
料
も
写
っ
て

い
る
。
震
動
が
山
下
町
の
洋
館
を
破
壊
し

た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　

外
国
の
商
館
や
銀

行
、
会
社
、
ホ
テ
ル

な
ど
が
建
ち
並
ぶ
山

下
町
は
、
激
し
い
震

動
で
大
部
分
の
建
物

が
倒
潰
、
瓦
礫
が
道

を
塞
い
で
い
っ
た
。

写
真
の
山
下
町
九
〇

番
地
付
近
の
瓦
礫
は

撤
去
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
被
害
の
一
端

が
わ
か
る
。

現
在
に
残
る
石
垣

　

図
Ⅰ
左
端
手
前
の
場
所
も
山
下
町
九
〇

番
地
で
、
こ
こ
に
も
か
つ
て
シ
ー
ベ
ル
・

ヘ
グ
ナ
ー
社
の
建
物
が
あ
っ
た
。
注
目
す

べ
き
は
、
図
Ⅴ
の
石
垣
で
、
組
み
直
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
小
型
食
品
ス
ー
パ
ー
前

に
現
存
し
て
い
る
（
図
Ⅵ
）。
横
浜
の
近

代
史
を
語
る
遺
構
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
そ
の
横
、
焼
け
落
ち
た
電
柱
部

分
に
は
、「
公
設
人
力
車
駐
車
場
」
と
書

か
れ
た
柱
が
確
認
で
き
る
（
図
Ⅶ
）。
同

じ
場
所
を
撮
影
し
た
明
治
期
の
写
真
を
確

認
す
る
と
、
そ
の
時
代
か
ら
こ
の
場
所
に

は
人
力
車
の
駐
車
場
が
あ
り
、
関
東
大
震

災
時
も
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

高
精
細
な
画
像
情
報
を
含
む
ガ
ラ
ス
乾

板
は
、
震
災
前
の
人
び
と
の
生
活
の
痕
跡

を
捉
え
た
ほ
か
、
近
代
遺
構
の
元
の
姿
を

記
録
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
災

害
誌
掲
載
写
真
な
ど
画
像
の
荒
い
複
製
で

は
わ
か
ら
な
い
点
で
あ
ろ
う
。

焼
け
た
中
華
街

　

図
Ⅰ
の
中
央
、
焼
け
野
原
と
な
っ
た
場

所
は
現
在
の
横
浜
中
華
街
で
あ
る
。
図
Ⅷ

の
拡
大
写
真
は
加
賀
町
警
察
署
周
辺
の
状

況
を
捉
え
て
い
る
。
煙
は
旧
内
田
造
船
鉄

工
所
（
山
下
町
一
一
三
番
）
前
に
置
か
れ

た
石
炭
が
燃
え
て
い
る
も
の
で
、
堀
川
沿

い
を
撮
影
し
た
「
横
浜
市
惨
害
、
前
田
橋

方
面
」
で
も
同
じ
状
況
が
確
認
で
き
る
。

　

横
浜
市
役
所
市
史
編
纂
係
編
・
発
行
の

『
横
浜
市
震
災
誌
』
第
二
冊
（
一
九
二
六

年
）
に
よ
れ
ば
、
狭
い
空
間
に
古
い
煉
瓦

造
の
建
物
が
密
集
し
た
中
華
街
で
は
、
地

震
に
よ
っ
て
大
部
分
の
建
物
が
倒
潰
、
さ

ら
に
そ
の
直
後
の
火
災
で
大
き
な
被
害
を

受
け
た
。
避
難
す
る
余
裕
も
な
か
っ
た
た

め
、
横
浜
在
住
の
約
五
〇
〇
〇
人
の
華
僑

の
う
ち
、
約
二
〇
〇
〇
人
が
こ
こ
で
犠
牲

に
な
っ
た
と
い
う
。
焼
け
野
原
の
状
況
は

中
華
街
の
惨
状
を
伝
え
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
写
真
原
板
で
あ
る
西

野
写
真
の
特
徴
を
活
か
し
つ
つ
、
写
真
の

細
部
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
撮
影
場
所
を

特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
現
状

写
真
や
文
献
資
料
な
ど
と
比
較
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
被
災
地
の
様
子
も
浮
か
び
上

が
っ
て
く
る
。
今
後
、
さ
ら
に
調
査
研
究

を
進
め
、
横
浜
の
関
東
大
震
災
写
真
の
体

系
化
作
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

�

（
吉
田
律
人
）

図Ⅵ　現存する石垣　2021（令和３）年２月撮影

図Ⅶ　公設人力車駐車場の柱

図Ⅷ　焼け野原となった中華街

図Ⅴ　旧シーベル・ヘグナー社の石垣
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資料
よもやま話

　

幕
末
期
の
横
浜
が
諸
外
国
と
の
貿
易
を

け
ん
引
し
た
開
港
地
で
あ
っ
た
こ
と
は
周

知
の
通
り
だ
が
、
幕
府
が
創
設
し
た
洋
式

海
軍
の
拠
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　

嘉
永
六（
一
八
五
三
）年
六
月
、
ペ
リ
ー

が
蒸
気
船
を
率
い
て
浦
賀
に
来
航
し
た
た

め
、
幕
府
有
司
は
既
存
の
海
防
体
制
の
限

界
を
認
識
し
、
軍
艦
を
主
力
と
す
る
海
防

強
化
策
に
傾
斜
し
て
い
く
。
同
年
九
月
に

大
船
建
造
の
禁
を
解
き
、
翌
年
に
は
横
浜

村
で
水
戸
藩
の
洋
式
帆
船
旭
日
丸
の
艤
装

工
事
を
行
っ
て
い
る
（
阿
部
征
寛
「
横
浜

村
の
造
船
所
（
艤
装
場
）」『
開
港
の
ひ
ろ

ば
』
第
二
六
号
、
一
九
八
九
年
）。
安
政

二
（
一
八
五
五
）
年
に
は
オ
ラ
ン
ダ
人
教

官
を
招
聘
し
て
長
崎
海
軍
伝
習
を
開
始
、

同
四
年
に
築
地
軍
艦
操
練
所
（
軍
艦
教
授

所
）
を
設
置
、
同
六
年
に
艦
船
を
統
轄
す

る
軍
艦
奉
行
を
任
命
し
て
幕
府
海
軍
の
礎

を
築
い
て
い
く
（
拙
著
『
幕
末
の
海
軍
』

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
八
年
）。

　

今
回
は
幕
府
海
軍
の
拠
点
と
し
て
の
横

浜
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
役
割
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

浪
士
を
取
り
締
ま
る
軍
艦

　

横
浜
警
衛
の
た
め
対
岸
の
神
奈
川
沖
に

は
軍
艦
が
配
備
さ
れ
た
。
そ
の
契
機
と

な
っ
た
の
は
、
安
政
七
（
一
八
六
〇
）
年

三
月
三
日
に
起
こ
っ
た
水
戸
・
薩
摩
の
尊

王
攘
夷
派
浪
士
ら
に
よ
る
大
老
井
伊
直
弼

暗
殺
事
件
（
桜
田
門
外
の
変
）
で
あ
る
。

浪
士
に
よ
る
横
浜
襲
撃
を
警
戒
し
た
幕
府

は
同
年
閏
三
月
、
軍
艦
奉
行
直
轄
の
蒸
気

船
朝
陽
丸
と
帆
船
鵬
翔
丸
を
神
奈
川
沖
に

派
遣
し
、
神
奈
川
奉
行
と
連
携
し
な
が
ら

警
衛
体
制
を
強
化
し
た
（『
続
通
信
全
覧
』

類
輯
之
部
警
衛
門「
湾
内
哨
船
」）。
ま
た
、

時
を
同
じ
く
し
て
、
江
戸
内
海
の
出
入
口

に
あ
た
る
浦
賀
で
は
浪
士
取
締
の
た
め
の

警
衛
船
が
動
員
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
（
沖

番
船
出
役
）、
必
要
に
応
じ
て
神
奈
川
沖

の
軍
艦
に
通
報
す
る
と
い
う
広
域
的
な
取

締
体
制
が
整
備
さ
れ
た
（『
新
横
須
賀
市

史
』
資
料
編
近
世
Ⅱ
・
№
二
八
）。

　

神
奈
川
沖
に
は
浪
士
取
締
の
た
め
様
々

な
幕
府
軍
艦
が
配
備
さ
れ
た
が
、
遣
米
使

節
に
随
行
し
て
太
平
洋
を
横
断
し
た
蒸
気

船
咸
臨
丸
も
そ
の
中
の
一
隻
で
あ
っ
た
。

万
延
元
（
一
八
六
〇
）
年
六
月
二
七
日
、

帰
国
間
も
な
い
咸
臨
丸
は
鵬
翔
丸
に
代

わ
っ
て
配
備
さ
れ
、
文
久
元（
一
八
六
一
）

年
四
月
に
ポ
サ
ド
ニ
ッ
ク
号
事
件
の
交
渉

の
た
め
対
馬
へ
派
遣
さ
れ
る
ま
で
の
間
、

横
浜
警
衛
に
あ
た
っ
た
。

　

咸
臨
丸
と
と
も
に
横
浜
警
衛
に
あ
た
っ

た
の
が
蟠
龍
丸
で
あ
る
。
蟠
龍
丸
は
安
政

五
（
一
八
五
八
）
年
七
月
に
イ
ギ
リ
ス
女

王
か
ら
幕
府
に
贈
呈
さ
れ
た
蒸
気
船
で
あ

る
。
修
復
が
必
要
に
な
っ
た
朝
陽
丸
に
代

わ
っ
て
配
備
さ
れ
、
浪
士
襲
撃
の
状
況
に

応
じ
て
神
奈
川
・
築
地
・
品
川
な
ど
の
沖

合
を
頻
繁
に
航
行
、警
衛
に
従
事
し
た（
慶

應
義
塾
図
書
館
編
『
木
村
摂
津
守
喜
毅
日

記
』
塙
書
房
、
一
九
七
七
年
）。

　

軍
艦
奉
行
在
任
中
の
木
村
喜
毅
は
軍
艦

操
練
所
の
あ
る
築
地
か
ら
横
浜
・
神
奈
川

方
面
へ
た
び
た
び
出
張
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
万
延
二
（
一
八
六
一
）
年
二
月
一
一

日
、
神
奈
川
沖
の
咸
臨
丸
を
視
察
し
て
同

艦
に
宿
泊
、
同
年
八
月
一
六
日
に
も
同
所

の
蟠
龍
丸
に
宿
泊
し
て

い
る
。
こ
の
間
、
五
月

二
八
日
に
高
輪
東
禅
寺

の
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
が

尊
王
攘
夷
派
浪
士
に
襲

撃
さ
れ
る
と
い
う
第
一

次
東
禅
寺
事
件
が
起

こ
っ
て
い
る
。
木
村
の

日
記（
五
月
二
九
日
条
）

に
は
「
昨
夜
高
輪
東
禅

寺
英
人
宿
寺
へ
浪
人
体

の
者
多
人
数
押
し
込
み

乱
妨
に
及
び
候
に
付
き
、
神
奈
川
御
警
衛

船
々
乗
組
へ
、
な
お
心
得
方
等
急
御
用
状

を
以
て
申
し
達
す
」（『
木
村
摂
津
守
喜
毅

日
記
』。
原
文
は
書
き
下
し
文
に
改
め
た
）

と
あ
り
、
六
月
四
日
に
自
ら
横
浜
・
神
奈

川
に
向
か
っ
て
い
る
。

　

咸
臨
丸
に
は
軍
艦
操
練
所
教
授
方
出
役

を
務
め
て
い
た
福
岡
金
吾
（
天
璋
院
御
広

敷
添
番
）
や
松
岡
磐
吉
（
江
川
英
敏
鉄
砲

方
手
付
当
分
出
役
）、
蟠
龍
丸
に
は
同
じ

く
柴
弘
吉
（
江
川
英
敏
鉄
砲
方
手
代
）
や

荒
井
郁
之
助
（
小
十
人
組
）
が
乗
り
込
み
、

指
揮
に
あ
た
っ
て
い
た
（
万
延
元
年
七
月

時
点
。国
立
公
文
書
館
所
蔵
内
閣
文
庫「
御

軍
艦
操
練
所
伺
等
之
留
」）。

ブ
レ
ン
ワ
ル
ド
の
日
記
か
ら

　

幕
府
と
通
商
条
約
を
結
ぶ
た
め
来
日
し

て
い
た
ス
イ
ス
使
節
団
の
一
員
カ
ス

パ
ー
・
ブ
レ
ン
ワ
ル
ド
の
日
記
（
一
八
六

三
年
五
月
三
一
日
条
）
に
よ
る
と
、
幕
府

の
対
外
交
渉
を
担
当
す
る
外
国
奉
行
が

「
浪
人
の
襲
撃
に
備
え
る
に
し
て
も
、
江

戸
は
道
も
入
り
組
み
、
逃
げ
込
む
場
所
も

た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
横
浜
の
方
が
ず
っ

と
良
く
防
御
で
き
る
と
答
え
た
」（
横
浜

市
ふ
る
さ
と
歴
史
財
団
・
ブ
レ
ン
ワ
ル
ド

日
記
研
究
会
編
『
ス
イ
ス
使
節
団
が
見
た

幕
末
の
日
本
』勉
誠
出
版
、
二
〇
二
〇
年
）

と
あ
る
。
横
浜
で
は
外
国
人
居
留
地
周
辺

に
関
門
や
屯
所
が
置
か
れ
、
沖
合
に
は
幕

府
軍
艦
が
配
備
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
よ
り

も
外
国
人
警
衛
に
適
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
ス
イ
ス
使
節
団

は
活
動
拠
点
で
あ
る
江
戸
の
長
応
寺
を
離

れ
て
横
浜
へ
行
く
こ
と
に
納
得
し
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
、
外
国
奉
行
か
ら
「
ま
だ

三
〇
〇
人
か
ら
四
〇
〇
人
ぐ
ら
い
の
浪
人

が
外
国
人
を
襲
撃
し
よ
う
と
目
論
ん
で
徘

徊
し
て
い
る
の
で
、
不
幸
な
事
故
を
避
け

る
た
め
に
も
、
こ
れ
ら
の
浪
人
を
捕
縛
す

る
ま
で
は
横
浜
に
戻
っ
て
欲
し
い
」（
同

書
六
月
一
日
条
）
と
説
得
さ
れ
て
い
る
。

結
局
、
ス
イ
ス
使
節
団
は
蟠
龍
丸
に
乗
り

込
み
、
六
月
八
日
（
和
暦
四
月
二
二
日
）

に
横
浜
へ
と
移
送
さ
れ
た
。

　

文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
八
月
の
生
麦

事
件
や
同
年
一
二
月
の
イ
ギ
リ
ス
公
使
館

幕府海軍の拠点　横浜

図１　木村喜毅　木村喜昭氏寄贈
〔慶応 4 年頃〕　当館蔵
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焼
き
討
ち
事
件
な
ど
外
国
人
襲
撃
事
件
は

多
発
し
て
い
た
が
、
未
遂
に
終
わ
っ
た
襲

撃
計
画
は
さ
ら
に
多
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

幕
府
は
外
国
人
で
賑
わ
う
横
浜
を
浪
士

の
襲
撃
対
象
と
想
定
し
、
軍
艦
を
配
備
す

る
こ
と
で
警
衛
の
強
化
を
図
っ
て
い
た
。

江
戸
内
海
は
異
国
船
と
対
峙
す
る
た
め
の

海
防
の
拠
点
で
あ
っ
た
が
、
横
浜
開
港
を

機
に
、
外
国
人
を
守
衛
す
る
、
浪
士
取
締

の
拠
点
と
し
て
の
役
割
も
果
た
す
よ
う
に

な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

蒸
気
船
修
復
と
横
浜
製
鉄
所
の
設
置

　

幕
府
海
軍
の
活
動
を
支
え
る
蒸
気
船
は

ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
の
輸
送
や
海
難
外
国

船
の
捜
索
、
沿
海
測
量
な
ど
、
様
々
な
目

的
で
運
用
さ
れ
た
（
金
澤
裕
之
『
幕
府
海

軍
の
興
亡
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二

〇
一
七
年
）。
し
か
し
な
が
ら
、
蒸
気
船

の
数
は
限
ら
れ
て
い
た
の
で
酷
使
せ
ざ
る

を
得
ず
、
船
体
や
蒸
気
機
関
・
船
具
な
ど

は
頻
繁
に
破
損
し
て
い
た
。
幕
府
海
軍
が

恒
常
的
な
修
復
場
と
し
て
い
た
の
は
浦
賀

で
あ
る
が
、
横
浜
で
も
蒸
気
船
は
修
復
さ

れ
て
い
る
。

　

元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
一
二
月
、
軍

艦
奉
行
並
（
軍
艦
奉
行
を
補
佐
）
は
破
損

し
た
蒸
気
船
翔
鶴
丸
を
横
浜
で
修
復
す
る

に
際
し
、
軍
艦
組
・
軍
艦
操
練
所
稽
古
人

を
派
遣
し
て
フ
ラ
ン
ス
人
か
ら
修
復
技
術

の
伝
習
を
受
け
よ
う
と
計
画
し
て
い
る

（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
内
閣
文
庫
「
御
軍

艦
所
之
留
」）。
フ
ラ
ン
ス
人
が
所
有
す
る

洋
式
の
修
理
道
具
が
横
浜
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
翔
鶴
丸
を
移
送
せ
よ
と
幕
閣
か
ら
沙

汰
が
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
て
の
計
画
で

あ
っ
た
。
元
治
二
（
一
八
六
五
）
年
三
月
、

軍
艦
奉
行
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
と
と
も
に
横

浜
で
の
翔
鶴
丸
修
復
作
業
に
従
事
し
て
い

た
水
夫
・
火
焚
の
胴
服
が
「
大
破
」
し
て

お
り
、
体
裁
が
良
く
な
い
た
め
新
た
に
仕

立
て
た
い
と
幕
閣
に
上
申
し
て
い
る（「
御

軍
艦
所
之
留
」）。
こ
の
こ
と
か
ら
、
実
際

に
フ
ラ
ン
ス
人
の
伝
習
を
受
け
な
が
ら
修

復
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　

横
浜
で
の
翔
鶴
丸
修
復
を
担
当
し
た
幕

臣
の
一
人
が
栗
本
瀬
兵
衛
（
鋤
雲
）
で
あ

る
。
栗
本
は
旧
知
の
間
柄
で
あ
っ
た
フ
ラ

ン
ス
公
使
館
通
訳
メ
ル
メ
・
カ
シ
ョ
ン
を

通
じ
て
伝
習
を
実
現
さ
せ
、
そ
の
流
れ
で

横
浜
製
鉄
所
の
管
理
運
営
を
小
栗
忠
順
と

と
も
に
担
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
横
浜
製

鉄
所
は
現
在
の
Ｊ
Ｒ
石
川
町
駅
付
近
に
位

置
し
、
慶
応
元
（
一
八
六
五
）
年
八
月
に

建
設
工
事
を
終
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
同

年
九
月
二
七
日
に
鍬
入
式
が
行
わ
れ
た
横

須
賀
製
鉄
所
と
比
べ
る
と
小
規
模
で
あ

り
、
主
に
蒸
気
機
関
の
製
造
・
修
復
な
ど

を
担
っ
た
。

外
国
艦
船
の
見
本
市

　

外
国
商
館
が
立
ち
並
ぶ
開
港
地
横
浜

は
、
蒸
気
船
の
購
入
窓
口
で
も
あ
っ
た
。

　

万
延
二
（
一
八
六
一
）
年
正
月
、
軍
艦

奉
行
は
オ
ラ
ン
ダ
人
が
持
ち
込
ん
だ
河
川

航
行
用
の
小
形
蒸
気
船
購
入
を
検
討
し
て

い
る
。
神
奈
川
奉
行
所
役
人
立
会
の
も
と

軍
艦
操
練
所
教
授
方
が
横
浜
で
同
船
を
視

察
し
た
と
こ
ろ
、「
軍
備
等
に
相
用
い
候
船

形
に
こ
れ
無
し
、
西
洋
諸
国
に
お
い
て
湾

中
ま
た
は
大
川
等
に
て
旅
行
の
者
あ
る
い

は
商
荷
物
等
運
送
い
た
し
候
船
に
て
、
御

国
押
送
船
同
様
の
儀
に
て
、
船
形
は
勿
論
、

蒸
気
機
関
等
も
手
薄
に
候
間
、
大
洋
航
海

は
相
成
り
難
し
」（「
御
軍
艦
操
練
所
伺
等

之
留
」）
と
い
う
代
物
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
た
。
と
は
い
え
、
品
川
沖
に
急
行
す
る

場
合
や
江
戸
内
海
の
航
海
用
と
し
て
は
支

障
が
な
い
。そ
こ
で
購
入
を
申
し
出
た
が
、

幕
府
財
政
を
担
当
す
る
勘
定
奉
行
・
同
吟

味
役
に
あ
え
な
く
却
下
さ
れ
て
い
る
。

　

軍
艦
奉
行
並
を
務
め
た
勝
海
舟
も
日
記

の
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
九
月
一
一
日

条
に「
戸
部
に
到
り
、
鎮
台
竹
本
え
示
談
、

即
刻
横
浜
会
局
に
到
り
、
英
商
の
鉄
船
両

隻
を
見
る
、
一
は
新
造
、
頗
る
佳
な
り
」

（『
江
戸
東
京
博
物
館
史
料
叢
書
勝
海
舟
関

係
資
料　

海
舟
日
記
（
一
）』）
と
記
し
て

い
る
。
勝
は
一
八
日
の
試
運
転
で
蒸
気
機

関
が
良
好
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
購
入

を
決
断
、
一
〇
月
一
三
日
に
再
度
横
浜
を

訪
れ
て
「
鉄
船
」
を
受
け
取
っ
て
い
る
。

こ
の
「
鉄
船
」
は
「
順
動
丸
」
と
命
名
さ

れ
、
浪
士
を
取
り
締
ま
る
銃
手
・
剣
士
・

通
訳
の
横
浜
移
送
、
将
軍
徳
川
家
茂
上
洛

時
の
摂
海
視
察
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
。

　

開
港
地
横
浜
は
幕
府
海
軍
の
拠
点
の
一

つ
と
し
て
、浪
士
取
締
や
蒸
気
船
の
修
復
・

購
入
窓
口
と
い
っ
た
役
割
を
果
た
し
て
い

た
。
当
館
で
は
軍
艦
奉
行
木
村
喜
毅
を
は

じ
め
、
咸
臨
丸
艦
長
小
野
友
五
郎
、
船
大

工
鈴
木
長
吉
な
ど
幕
府
海
軍
関
係
者
の
資

料
を
収
蔵
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
の

活
用
を
通
じ
て
、
幕
末
期
横
浜
と
幕
府
海

軍
と
の
関
わ
り
は
、
よ
り
一
層
明
確
に
な

る
こ
と
だ
ろ
う
。�

（
神
谷
大
介
）

図３　描かれた横浜製鉄所　「増補再刻御開港横浜之全図」
〔慶応 2 年頃〕　当館蔵

図２　建設中の横浜製鉄所　フェリックス・ベアト撮影　幕末期
当館蔵
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ミ ニ
展 示

　

昨
年
二
〇
二
〇
年
、
国
内
で
初
め
て
、

次
の
現
役
灯
台
四
基
が
、
国
の
重
要
文
化

財
（
建
造
物
）
に
指
定
さ
れ
た
（
竣
工
年

順
）。

①
六
連
島
（
む
つ
れ
し
ま
）
灯
台

　

�

一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
竣
工
、
石
造
、

下
関
市
六
連
島
所
在

②
部
埼
（
へ
さ
き
）
灯
台

　
�

一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
竣
工
、
石
造
、

北
九
州
市
門
司
区
部
埼
所
在

③
犬
吠
埼
（
い
ぬ
ぼ
う
さ
き
）
灯
台

　

�

一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
竣
工
、
レ
ン

ガ
造
、
銚
子
市
犬
吠
埼
所
在

④
角
島
（
つ
の
し
ま
）
灯
台

　

�

一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
竣
工
、
石
造
、

下
関
市
角
島
所
在

　

こ
の
四
基
の
灯
台
の
築
造
を
主
導
し
た

の
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
生
ま
れ
の
イ
ギ

リ
ス
人
土
木
技
師
、
Ｒ
・
Ｈ
・
ブ
ラ
ン
ト

ン
（
一
八
四
一
～
一
九
〇
一
）
で
あ
る
。

　

ブ
ラ
ン
ト
ン
は
、
日
本
政
府
に
雇
わ
れ

て
一
八
六
八
（
慶
応
四
・
明
治
元
）
年
に

来
日
し
、
七
六
（
明
治
九
）
年
に
帰
国
す

る
ま
で
の
八
年
間
、
灯
台
築
造
に
携
わ
っ

た
。

　

手
が
け
た
、
い
わ
ゆ
る
灯
台
は
二
六
基

を
数
え
る
。
北
は
北
海
道
根
室
市
の
納
沙

布
岬
（
の
さ
っ
ぷ
み
さ
き
）
灯
台
か
ら
、

南
は
鹿
児
島
県
大
隅
半
島
の
佐
多
岬
（
さ

た
み
さ
き
）
灯
台
で
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
現
役
で
あ
る
。

　

今
年
は
ち
ょ
う
ど
ブ
ラ
ン
ト
ン
生
誕
一

八
〇
年
・
没
後
一
二
〇
年
に
あ
た
る
。
当

館
は
、
ご
子
孫
か
ら
「
ブ
ラ
ン
ト
ン
旧
蔵

資
料
」の
寄
託
を
受
け
、
保
管
し
て
い
る
。

点
数
は
少
な
い
が
、
ブ
ラ
ン
ト
ン
と
家
族

の
肖
像
写
真
・
写
真
帳
、
本
人
が
採
集
し

た
押
花
帖
な
ど
縁
の
品
々
で
あ
る
。

　

今
回
は
ブ
ラ
ン
ト
ン
の
業
績
を
広
く

知
っ
て
も
ら
う
よ
い
機
会
で
あ
り
、
五
月

三
〇
日（
日
）ま
で
、
ミ
ニ
展
示
コ
ー
ナ
ー

で
旧
蔵
資
料
の
一
部
を
展
示
し
て
い
る
。

　

な
お
、
上
記
灯
台
の
写
真
も
展
示
し
て

い
る
が
、
下
関
市
教
育
委
員
会
・
北
九
州

市
文
化
企
画
課
・
銚
子
市
教
育
委
員
会
の

ご
協
力
を
得
た
。記
し
て
感
謝
致
し
ま
す
。

　

ブ
ラ
ン
ト
ン
は
「
横
浜
の
ま
ち
づ
く
り

の
父
」
と
も
呼
ば
れ
、
横
浜
の
近
代
史
に

も
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
。
こ
の
活
躍
も

次
の
機
会
に
紹
介
し
た
い
。（
中
武
香
奈
美
）

▼企画展
横浜開港資料館開館40周年記念
七つの海を越えて
（1）�「鎖国」下の日本とイギリス
　　会期：2021年 4 月24日（土）～ 7 月11日（日）
（2）�幕末の日英関係
　　会期：2021年 7 月17日（土）～11月 7 日（日）
　近年、政治・経済・安全保障など多く
の面で関係を深めつつある日本とイギリ
ス。その両国の関係のはじまりは江戸時
代初期にさかのぼります。
　1613年、イギリスのセーリスが日本を
訪れ、両国は貿易関係を開始しました。
世界情勢の変化によって直接の交流は
いったん途絶えますが、イギリスはアジ
アへの進出をはかるなかで、18世紀の末
から日本近海に再び姿を現します。1859
年の開港後、多くのイギリス商人が横浜
をはじめとする開港都市に居留し、貿易
を開始。また、東アジアに展開した海軍
力を背景に、イギリスは幕末期の日本の
政治・社会に大きな影響を及ぼしました。
　当館では、日英関係のあゆみを示す歴
史資料を多数所蔵しています。本展では、
イギリス人が見た日本の様相と日本人の
見たイギリス（人）の姿を、旅行記、地図、
絵画、古写真、古文書など多様な資料か
ら紹介しつつ、「七つの海」を越えて強い
つながりを築くにいたった日英関係の源
流を考えます。

▼関連講座「鎖国」下の日本とイギリス
日程：2021年 6 月19日（土）
会場：横浜開港資料館 講堂
定員：40人、 参加費：500円
＊�事前予約制 申込方法など詳細は、決ま
り次第当館ホームページ等でお知らせ
します。

▼濱ともデーについて
2022年 3 月31日までの毎月第 2 水曜日に
濱ともデーを開催します。
この日は、横浜市内在住65歳以上の方限
定で、入館料が無料となります。
＊�ご入館の際に「濱ともカード」をご提示
ください。

▼寄贈資料
・宮田吉秀家文書　311件　（宮田吉秀氏）
▼閲覧室での資料閲覧利用について
閲覧室のご利用は、事前予約制（先着順）
です。
閲覧希望日前日の正午までに、電話で予
約してください。予約なしでの入室はで
きません。
＊�詳細は、当館ホームページでご確認い
ただくか、電話でお問い合わせくださ
い。

資 料 館
だ よ り

休館日・休室日のお知らせ
（ 4/24  ～  7/11）

展示設営及び資料整理のため、以下の
日はお休みさせて頂きます。なお、毎週
月曜日は通常の休館日となり、閲覧室
は毎週月曜日・火曜日ともに休室いた
します。
＊�6/23（水）～6/25（金）は資料整理週間
のため、閲覧室は休室いたします。
展示室 5/6㈭

閲覧室 4/30㈮、5/7㈮、6/23㈬～
6/25㈮、6/30㈬

開室時間　10：00～12：00、 13：30～15：30
休 室 日　�月曜日・火曜日（祝日の場合は

翌日）、資料整理日、年末年始
など

電話番号　045－201－2150
電話受付時間（開室日のみ）
10：00～12：00、13：00～16：00
▼twitter 配信中
展示や所蔵資料のほか、開港資料館の
「今」の情報をお届けします。
twitter ＠yoko_archives

＊�今後の状況により、開館日や開催内容等を
変更する場合がございます。最新情報は、
当館ホームページ（http://www.kaikou.
city.yokohama.jp/）でご確認ください。

図１　ブラントン肖像写真
1860年代

「日本の灯台の父」Ｒ・Ｈ・ブラントン
（Richard Henry Brunton）の旧蔵資料

図２　ブラントン愛用の灯台視察船テーボル
号（Thabor）　落合素江画　1870（明治 3 ）年頃

＊�図 2 点は、E. M. ウォーホップ（Wauchope）
氏寄託「ブラントン旧蔵資料」より


